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denden 
長 崎 伝 習 所 Nagasaki Denshusho               

長崎には、「このまちをもっとよくしたい！」「大好きな長崎のために何かやりたい！」という熱い思

いや、「こんなことをやったらいい！」というユニークな発想を持つ市民の方が大勢います。そのよう

な市民の皆さんのエネルギーと自由な発想こそが、魅力的な長崎を創りあげる原動力となります。

長崎伝習所は、そのような熱意とアイディアを持つ人々や、それに共鳴する人々が集まり、協力して

活動できる場となります。テーマごとに市民の皆さんが「塾」を設置し、塾生を募集して、塾長を中心

に市民と行政が協働で「塾」事業を展開しています。

長崎伝習所は、市民と行政が有機的に連携することにより、人材の育成・ネットワークづくりと政策

を生み出す活動を行い、地域の活性化と発展に寄与することを目的としています。名称の由来は、幕末

期に長崎に設置された「海軍伝習所」や「医学伝習所」などからきているもので、その輝かしい歴史に

学ぼうという意味が込められています。

長崎伝習所は、昭和 年度に人材のネットワークづくりと地域の活性化を目的に、異業種交流の場

として、海洋開発、都市デザイン、バイオテクノロジーなどをテーマに「塾」が設置され、しだいに長

崎の再生を模索する幅広い活動の場となってきました。

昭和 年の「ふるさと創生 億円」を基に、平成元年度に「長崎伝習所基金」を創設し、市民と行

政が有機的連携を強化することにより、人材の育成と政策を生み出す活動を行い、もって長崎の再生と

創造に寄与することを目的とする「長崎伝習所」の活動に充てています。

設立以来、長崎を魅力ある元気なまちにするために、市民と行政が力を合わせて研究活動を行い、平

成 年度末までに 塾が活動を展開し、塾卒業生は 名に達しています。

これまでに、歴史探訪路の提言、路上観察ウォークラリー、リサイクルイベントの開催、ゴミの減量

化活動、国際交流、伝統工芸復興などの成果が生まれているほか、現在も積極的に活動を継続している

塾もあります。

平成 年度からは「つながり事業」を実施。「ファシリテーター養成講座」「自分新化講座」「まち

コツアカデミー」を開催し、市民と市民が「つながる」きっかけとして様々な事業を展開しています。

平成 年度は、「ファシリテーター養成講座」の 期生の受講が開始、「まちコツアカデミー」では、

まちづくりのコツを学ぶため津屋崎ブランチ代表の山口覚氏を講師に招き、ワークショップを行い、そ

の後実際に現地を訪れました。

主な卒業塾の活動状況

長崎くんち塾…くんちデータベースの作成・くんち関係書籍の発行

国際交流塾…「地球館」の運営、外国人・留学生との交流事業

生ゴミシェイパーズ塾…生ゴミ堆肥化の普及活動

伝統工芸塾 銀細工、現川焼、長崎刺繍、長崎の染め、ステンドグラスの 塾 …歴史文化博物館の体

験工房で活動

長崎伝習所の目的 

設立からの経緯 
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塾テーマの選定から塾の運営まで、すべてを市民自らの手で行うのが、長崎伝習所「塾」の特色です。

「塾」といっても、誰かに教えてもらうところではありません。市民の皆さんから長崎のまちづくり

につながる企画や塾長を公募し、運営委員による審査会を経て、「塾」を設置。その趣旨に共感、共鳴

する市民の皆さんが集まり、調査研究やイベント、実践活動など様々な活動を展開しながら、魅力的な

まちづくりを進めていこうというものです。

●塾 …………… 市民が主体となって、自主的、自律的に活動する場

塾 長 ………… 塾運営の責任者

塾 生 ………… 塾のテーマに基づき活動する参加者

塾事務局員 …… 塾と行政とのパイプ役になる市職員

●運営委員会 ……… 設置する塾の審査や塾の活動内容等についてのアドバイス等を行う機関

「塾」とはこんな場所 

運営体制 
 

 

運営委員会

（市民代表）

総長

（長崎市長）

事務局

市民協働推進室

○○塾
塾長・塾生 市民

事務局員 市職員

まちづくりリーダー
育成事業

まちコツアカデミー

伝 崎 習

う 
長 所 

塾事業

つながり事業
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～ 月 塾テーマ・塾長 募集 市民の皆さんから「塾」活動企画を募集

塾長候補者が応募用紙に設置目的、研究・活動内容、

対象塾生、塾開催運営方法、成果品内容、連携したい

部署、予算などを書いて応募。

月中旬 審 査 会 運営委員による審査会で新年度活動塾を決定

塾長応募者からのプレゼンテーションで審査により

決定。

継続申請 年目

塾活動は単年度事業が原則ですが、 年目の活動を継

続する場合、継続申請し、運営委員会の審査を受け、

継続を決定。

月 塾 生 募 集 広く市民に呼びかけ、塾生を募集

塾の趣旨に共鳴、共感し、一緒に活動する塾生を募集。

月下旬に塾生を確定。

月 開 所 式 塾生が一堂に会し、塾活動をスタート

塾長と塾生の初顔合わせの開所式を開催。開所式後に

第 回塾会議を行い、連絡体制や役割分担、定例会の

日程や場所等を決め、塾活動開始。

月 中 間 報 告 会 塾の活動状況を運営委員会に報告

塾活動の状況を運営委員会に報告し、以降の活動への

アドバイスを受ける。

月 長崎伝習所まつり 各塾の活動の歩み・成果を広くアピール

塾活動の成果を広く市民の皆さんなどに知っていた

だくために「長崎伝習所まつり」成果報告会 を開催。

月 成果報告書作成 塾活動の成果・提言をまとめた成果報告書を作成

各塾の成果・提言をまとめた成果報告書を作成し配

布。伝習所事務局 長崎市市民活動センター「ランタ

ナ」 、市政資料コーナー、図書館・公民館等で閲覧

できる。

● ● ● ● ● 卒業塾の活動 ● ● ● ● ●

卒業後 フォローアップ補助金 卒業塾の活動支援

伝習所卒業後 年間は塾の自立促進のために設けら

れている「長崎伝習所フォローアップ補助金」の申請

が可能。運営委員による審査により決定交付される。

「塾」活動の流れ 

自立して活動する塾
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平成 年度長崎伝習所活動記録

日 時 場 所 内 容

平成 年

月 日 火

～

市民会館 階

第 研修室

第 回塾長・事務局員会議

「塾」の運営、開所式について ほか

月 日 木 平成 年度塾生募集締切

新規 塾、継続 塾、東京 塾

月 日 水

～

長崎県勤労福祉会館 平成 年度開所式

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・場のデザインスキル

月 日 日

～

メルカつきまち まちコツアカデミー ～講演会編～

山口覚氏 津屋崎ブランチ代表

「～まちの記憶を継いでいく～津屋崎のまちづくり」

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回塾長・事務局員会議

意見交換、中間報告会、伝習所まつりについて ほか

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・対人関係のスキル①

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・対人関係のスキル②

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回塾長・事務局員会議

意見交換、中間報告会について ほか

月 日 日

： ～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・構造化のスキル①

月 日 月

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・これまでの長崎伝習所事業の取り組み、 成果と課題の

検証、今後の進め方等について

月 日 土

～ 日 日

福岡県福津市津屋崎 まちコツアカデミー ～現地視察編～

「津屋崎ブランチ」

月 日 日

～

長崎市消防局 階講堂 ファシリテーター養成講座

・ランタナワクワク大会議 第 期生のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝｦ見学

月 日 土

～

長崎市立図書館

多目的ホール

長崎伝習所 周年記念 人ワークショップ

テーマ：「みんなで語り合おう。長崎伝習所の『未来』。」

月 日 木

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・「 人ワークショップ」のふりかえり

・今後検討していくテーマ



― 10 ― ― 11 ―

平成 年度長崎伝習所活動記録

日 時 場 所 内 容
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月 日 水

～

長崎県勤労福祉会館 平成 年度開所式

月 日 日
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長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回
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月 日 日
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「～まちの記憶を継いでいく～津屋崎のまちづくり」
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意見交換、中間報告会、伝習所まつりについて ほか

月 日 日
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長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・対人関係のスキル①

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・対人関係のスキル②

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回塾長・事務局員会議

意見交換、中間報告会について ほか

月 日 日
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長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

・構造化のスキル①

月 日 月

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・これまでの長崎伝習所事業の取り組み、 成果と課題の

検証、今後の進め方等について

月 日 土

～ 日 日

福岡県福津市津屋崎 まちコツアカデミー ～現地視察編～

「津屋崎ブランチ」

月 日 日

～

長崎市消防局 階講堂 ファシリテーター養成講座

・ランタナワクワク大会議 第 期生のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝｦ見学

月 日 土

～

長崎市立図書館

多目的ホール
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日 時 場 所 内 容

月 日 金

～

メルカつきまち 中間報告会

「塾」活動の進捗状況を運営委員会へ報告、交流

月 日 金

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・長崎伝習所の成果と課題 塾事業

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

構造化のスキル②

月 日 月

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・つながり事業の成果と課題

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回伝習所まつり実行委員会

・日程、会場、スケジュール、各塾企画、全体イベント

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

合意形成のスキル①

月 日 月

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・長崎伝習所の認知度をあげる

・子どもに対しての取り組み

月 日 月

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・これまでの検討会議のまとめ

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回伝習所まつり実行委員会

・各塾企画確認、チラシ、全体イベント

月 日 金

～

市民活動センター

「ランタナ」

周年検討会 第 回

・これまでの検討会議のまとめ

平成 年

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回伝習所まつり実行委員会

・必要備品、会場レイアウト、全体イベント、チラシ

月 日 木

～

長崎ブリックホール

国際会議場

長崎伝習所 周年サプライズ講演会

小山薫堂氏 放送作家・プロデューサー

「幸せの企画術」

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

合意形成スキル②

月 日 日

～

男女共同参画推進センタ

ーアマランス

年度「塾」審査会 審査員：運営委員会

継続塾 塾、新規塾 塾の応募のうち、

継続塾 塾、新規塾 塾を採択

月 日 日

～

長崎市社会福祉会館 階 ファシリテーター養成講座 第 回

総合演習

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

第 回伝習所まつり実行委員会

イベント内容、会場レイアウト、備品・連絡事項確認
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日 時 場 所 内 容

月 日

月・休

～

ベルナード観光通り 長崎伝習所まつり 成果報告会

オープニング、成果品贈呈、各塾紹介、パネル展示、

各塾イベント開催、スタンプラリー

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

伝習所まつり反省会

開所式 ① 開所式 ②

中間報告会 周年検討委員会 月～ 月

人ワークショップ 人ワークショップ



― 12 ― ― 13 ―

日 時 場 所 内 容

月 日

月・休

～

ベルナード観光通り 長崎伝習所まつり 成果報告会

オープニング、成果品贈呈、各塾紹介、パネル展示、

各塾イベント開催、スタンプラリー

月 日 火

～

市民活動センター

「ランタナ」

伝習所まつり反省会

開所式 ① 開所式 ②

中間報告会 周年検討委員会 月～ 月

人ワークショップ 人ワークショップ

周年サプライズ講演会 小山薫堂氏 周年サプライズ講演会 小山薫堂氏

年度｢塾｣企画審査会 長崎伝習所まつり ①

長崎伝習所まつり ② 長崎伝習所まつり ③
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